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基礎看護学実習Ⅰにむけたリフレクションツールを
活用したコミュニケーション演習の効果
Effect of the communication practice that utilized a reflection tool
for Basic Nursing PracticumⅠ
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要　旨
　本報告では、初回実習の「基礎看護学実習Ⅰ」前に実施している「リフレクションツール」を活用し
たコミュニケーション演習について、演習の実際や評価からその効果を検討し、今後の課題を明らかに
する。学部1年生105名を対象に、ワークシート、コミュニケーションスキル・態度に関する自己評価表、
演習の有用性に関する質問紙を用いて評価した結果、学生が認識した自己の課題は「対象の理解」や「対
象への対応」であった。自己評価では、「基本的マナー」と「聴く」スキルで「概ねできる」と回答した
学生が多く、「話す」スキルは「どうにかできる」に留まった。また、演習内容が実習に役立つと回答し
た学生は 95 名（97％）で、学内での学びを「自己の課題の克服」等に活用したいとする意欲が示された。
以上の内容から、本演習は、学生の自己の課題を明確にし、基本的マナーや聴くスキルの修得を助け、
初回実習にむけ、学内での学びを活用する意欲を高める効果があると示唆された。
実 践 報 告
Ⅰ　はじめに
　看護におけるコミュニケーションは、患者・家
族を理解し、ニーズを把握し、個別に応じた援助
を実践するための目的的、意図的な技術である。
厚生労働省「看護教育の内容と方法に関する検討
会報告書」1）においても、ヒューマンケアの基本的
な能力として、コミュニケーション能力について
は、強化すべき教育内容として掲げられ、対人関
係能力の育成につながる教育の必要性が挙げられ
ているのは周知の通りである。
　このような背景に基づき、看護基礎教育でのコ
ミュニケーション技術に関する教育は、入学初期
段階から開講され、1年次の教育内容として位置
づけられる傾向にある。
　本学部では、1年次 7月に看護師のシャドウィ
ングを中心に看護援助場面の見学や体験を通し、
看護の機能・役割について学習する「基礎看護学
実習Ⅰ」が設けられている。この実習において、
学生は初めて入院患者やその家族、看護師や医療
スタッフとのコミュニケーションを体験すること
となる。そのため、この実習が開講される前に、
看護場面において求められるコミュニケーション
に関する知識やスキル、態度について学習する必
要がある。
　看護場面でのコミュニケーションは、単なる情
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報伝達ではなく、相手の反応に適切に応答するこ
とや対象者に与える影響を自覚しなければならな
いため、看護者自身の感情や認識を客観視するこ
となどが求められる。しかしながら、入学初期段
階の学生がこうした知識・スキル・態度を修得す
ることは容易なことではない。
　そこで、基礎看護学領域では、「基礎看護学実習
Ⅰ」の前に「基礎看護技術論Ⅰ」において、「人間
関係を深める援助技術」として、コミュニケーショ
ンに関する演習を実施している。この演習では、
患者との対話場面などのロールプレイやその場面
の振り返りを通して、コミュニケーションにおけ
る自己の課題やコミュニケーションスキル・態度
に関する到達度を確認することを目的としている。
また、学生が演習での学びを意識化し「基礎看護
学実習Ⅰ」において、効果的に活用できることを
ねらいとしている。
　田村、池西によれば「看護におけるリフレク
ション」とは、「看護実践の中で感じる不快な感
情や違和感をきっかけに始まる経験の振り返りに
よって看護実践能力を高めていく思考様式であ
る」と定義されている2）。また、その意義と学習
の可能性については「リフレクションは経験を想
起し、それを注意深く吟味することによって、そ
の状況に対する見方の広がりや変化を可能にし、
看護実践のレパートリーを増やし、あるいは新た
な看護実践を創造することを可能にする意図的な
思考プロセスであり、看護基礎教育、現任教育を
問わず、学習可能な思考のスキルでもある」と述
べている2）。つまり学生が、リフレクションを通
して、演習体験を注意深く吟味することは、コ
ミュニケーション場面における自身の状況を客観
的にとらえ、自己の強みや課題に気付く契機とな
り、今後の実習における患者とのコミュニケー
ション実践に向けて有効な手段になり得ると考え
られる。
　したがって、基礎看護学領域では、リフレク
ションを効果的に行うために、課題事例、動画お
よびプロセスレコード、振り返りワークシートな
ど、自らのコミュニケーションの有り様を振り返
るための一連の道具となる「リフレクションツー
ル」を活用したコミュニケーション演習を実施し
た。
　本報告では、この演習の実際と演習後の評価内
容から、学生にとって初めての臨地実習となる基
礎看護学実習Ⅰにむけた本演習の効果を検討し、
今後の課題を明らかにすることを目的とする。
Ⅱ　コミュニケーション演習の実際
1．教育課程における本演習の位置づけ
　本学部は、総合大学における看護学部である。
教育課程は 4年間で看護実践能力を育成するとと
もに、看護師国家試験の受験資格が得られるよう
構築されている。本学部の教育課程は、教養教育
科目と専門教育科目に区分され、専門教育科目
は、専門基礎科目、専門基幹科目、専門展開科目
で構成されている。本演習は、専門基幹科目「基
礎看護技術論Ⅰ」の 1単位 30 時間 15 回のうち、
「人間関係を深める援助技術」の単元 14 時間 7回
に位置づけられる。履修時期は、1年次前期 4～
6 月となっている。専門基礎科目「看護学入門」
「看護学概論」や専門基幹科目「日常生活援助技
術論Ⅰ」と並行して開講され、7月に開講される
「基礎看護学実習Ⅰ」1単位 45 時間へと繋がる科
目である。
2．科目概要
　「基礎看護技術論Ⅰ」の科目概要は、「看護実践
に共通の基盤となる看護技術の実践方法について
学習する。具体的には、看護援助過程における人
間関係形成に必要な知識、コミュニケーション技
術や自己・他者理解を深めるための技法を、ロー
ルプレイやプロセスレコードなどの演習を通して
修得する」としている。このうち「人間関係を深
める援助技術」の単元目的は、看護における援助
的人間関係成立の基盤を築くためのコミュニケー
ションに関する知識・スキル・態度を修得するこ
とにあり、具体的には、1）看護援助過程における
人間関係形成に必要な知識・理論を説明できる。
2）看護援助過程における人間関係成立に必要なス
キル・態度を身につけることができる。3）看護援
助過程における人間関係成立にむけた自己の傾向
と課題を発見し、改善策を考えられる。の 3点を
あげている。単元目標については、表 1に示す通
りである。
　また、本単元に引き続いて行われる「基礎看護
学実習Ⅰ」では、看護師のシャドウィングを中心
に看護援助場面の見学や体験を通し、看護の機能・
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役割を理解し、看護実践者としての基盤を築くこ
とを目的としている。学生はこの実習で初めて看
護の対象である患者や家族、看護師や医療スタッ
フとのコミュニケーションを実践することとなる。
　つまり、この単元での学習成果は初めての臨地
実習となる「基礎看護学実習Ⅰ」に活用できるよ
う計画している。
3．展開方法
　本単元は、表 1に示す通り、コミュニケーショ
ンの知識に関する講義を 4回、ロールプレイやプ
ロセスレコードの分析を含む演習を 3回の計 7回
で構成している。
　1～4 回目の講義では、本科目のガイダンスを
含み、コミュニケーションの一般的概念やコミュ
ニケーションに関連する理論および看護実践にお
けるコミュニケーションの目的や具体的方法につ
いて教授する。5～6 回目は、コミュニケーショ
ンの一般的概念の理解から看護実践に活用するコ
ミュニケーションスキル・態度を段階的に修得す
るために、3つのロールプレイを組み入れた演習
を実施している。最初のロールプレイ 1はブライ
ンドウォークで、患者、看護師の相互関係や共感、
信頼できる援助を体験することがねらいである。
次に、よい人間関係を保つための基本となる態度
を身に付けることをねらいとして、基本的なマ
ナーや適切な位置や距離を知るロールプレイ 2を
組み入れた。最後は、学生が実習場面で躓き易い
課題事例を設定し、隠れた患者のニーズを探る
ロールプレイ3を実施した。
　なお、ロールプレイの実施にあたっては、入学
初期段階の学生が患者役となることは、患者の思
いを共感する重要な機会となると捉え、模擬患者
の活用ではなく学生同士のロールプレイを選択し
た。いずれのロールプレイも学生には演習中、患
者役・看護師役に成りきることを徹底した。7回
目は、6回目の演習で実施した看護場面を再構成
するプロセスレコードの作成およびコミュニケー
ションにおける自己の強みや課題を、振り返り
シートを用いて確認する内容を組み入れている。
本報告では全てのリフレクションツールを活用し
た 6、7回目の演習を中心に述べる。
1）　 本演習に活用したリフレクションツールの内
容
　⑴　課題事例
　図 1に示すように、ロールプレイ 3では学生が
実習で躓きやすい患者とのコミュニケーション場
面として、「看護学生の提案を患者が断る」とい
う課題を設定し、学生が患者の隠れたニーズをさ
ぐり、患者のニーズに応じた援助を提案すること
を期待している。「看護学生の提案を患者が断る」
という課題は全部で 4つあり、役割が交代しても
同じ課題にできるだけ当たらないよう工夫した。
入学初期の学生でも容易にイメージできる内容を
吟味し「場面 1：元気がない患者を散歩に誘うが
断られる」「場面2：食事を促すが患者に食べられ
ないと断られる⑴」「場面3：洗髪を希望している
はずにも関わらず体調などを理由に患者に断られ
る」「場面4：食事を促すが食べられないと患者に
断られる⑵」とした。学生にとって自分の提案が
断られることは、自尊感情が脅かされる体験では
あるが、患者の思いを傾聴し、断る理由を探求す
るプロセスを経て、患者のニーズを確認し、共に
解決策をみつけるという患者中心のコミュニケー
ションを学ぶことがねらいである。
　なお、患者役には、図に示すように 2つの課題
内容と 1つの注意事項を提示したが、それ以外は
自由に演じてもらっている。
　⑵　動画
　このロールプレイ 3では、その模様を看護学生
役A自身のスマートフォン等を活用し、撮影者の
学生Cに、看護学生役Aと患者役Bのコミュニ
ケーション場面を「動画」で記録するよう求めた。
学生にとって提案を断られるというのは初めての
体験であり、若干の動揺を伴うものとなる。余裕
がない学生には、自身のコミュニケーション場面
を記憶することは困難であるため、学生たちが慣
れ親しんでいるスマートフォン等のビデオ録画機
能を活用し、自身のコミュニケーションを客観視
できるようにした。また、動画再生機能を活用す
れば何時でも何度でも看護学生としての自身の言
動や患者役学生の表情や反応を確認できるため、
演習を振り返り、自己課題を客観的に認識する
ツールとしてふさわしいと判断した。
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ロ
ー
ル
プ
レ
イ
2
に
つ
い
て
個
人
・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
1
0
分
：
学
び
の
共
有
演
習
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
1
1
）
ブ
ラ
イ
ン
ド
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
通
し
て
患
者
―
看
護
師
の
相
互
関
係
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
2
）
役
割
体
験
を
通
し
て
、
患
者
の
思
い
や
感
情
・
欲
求
（
ニ
ー
ズ
）
に
気
づ
き
、
共
感
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
3
）
役
割
体
験
を
通
し
て
、
看
護
師
と
し
て
信
頼
が
得
ら
れ
る
援
助
や
関
わ
り
方
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
2
1
）
看
護
師
と
し
て
良
好
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
築
く
上
で
基
本
と
な
る
マ
ナ
ー
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
2
）
 看
護
師
の
言
語
・
非
言
語
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
患
者
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か
感
じ
、
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
3
）
看
護
師
の
患
者
へ
の
距
離
や
位
置
が
患
者
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か
感
じ
、
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
6
（
2
）　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
演
習
1
0
分
：
演
習
ガ
イ
ダ
ン
ス
4
0
分
：
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
3
：
患
者
の
ニ
ー
ズ
を
探
る
　
　
　
 1
組
1
0
分
で
全
員
体
験
　
　
　
 自
分
が
看
護
師
役
の
時
の
動
画
を
全
員
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
撮
影
2
0
分
：
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
3
に
つ
い
て
個
人
・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
　
　
　
 学
び
の
共
有
1
0
分
：
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
基
本
マ
ナ
ー
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
1
0
分
：
本
時
の
ま
と
め
演
習
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
3
1
）
 患
者
看
護
師
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
場
面
を
通
し
て
、
傾
聴
、
受
容
（
受
け
止
め
）
共
感
に
つ
い
て
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
2
）
 患
者
―
看
護
師
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
場
面
を
通
し
て
、
患
者
―
看
護
師
の
援
助
的
な
関
係
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
3
）
場
面
を
客
観
的
（
画
像
）
に
振
り
返
り
、
援
助
者
と
し
て
、
良
か
っ
た
点
・
改
善
す
べ
き
点
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
る
。
7
（
2
）　
看
護
場
面
の
再
構
成
・
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
3
を
も
と
に
プ
ロ
セ
ス
レ
コ
ー
ド
の
作
成
看
護
実
践
に
お
け
る
治
療
的
関
係
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
技
術
演
習
1
）
看
護
場
面
に
つ
い
て
、
プ
ロ
セ
ス
レ
コ
ー
ド
を
用
い
て
再
構
成
す
る
意
義
と
方
法
を
知
る
。
2
）
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
用
い
自
己
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
傾
向
と
課
題
を
発
見
し
、
改
善
策
を
考
え
ら
れ
る
。
3
）
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
用
い
自
己
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
強
み
と
発
展
的
課
題
が
発
見
で
き
る
。
4
）
看
護
実
践
に
お
け
る
治
療
的
関
係
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
技
術
に
つ
い
て
現
在
の
動
向
も
含
め
て
知
る
。
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　⑶　プロセスレコード
　さらに、本演習では、演習後に記録した「動画」
と「プロセスレコード」を用いて自身のコミュニ
ケーションのありようを可視化し、詳細に考察す
るよう求めた。動画の振り返りに加えてプロセス
レコードを活用したのは、自身の言動を客観的に
確認し、自己の認識や感情の変化をありのまま知
覚することや自身の判断の根拠を丁寧に検討し、
自己の理解を深めるプロセスを体験することをね
らいとしたからである。
　⑷　振り返りワークシート
　3回のロールプレイの最後に、「振り返りワー
クシート（以下：ワークシート）」を用いて、自
己のコミュニケーションのあり方を振り返る演習
を組み込んだ。また、演習終了後のワークシート
は、動画やプロセスレコードによる振り返りで得
られた気付きをさらに深化させ、「できなかった」
自分の課題や傾向と改善策を記述するだけでな
く、「できている」ことも意識化できるよう工夫し、
未熟なりにも小さな成功体験を自分自身で確認で
きることもねらいとした。
2）　本演習の実際
　本演習は、1グループ 3～4名編成の 14グルー
プで実施した。
　ロールプレイ 3は、3 人 1 組での実施とし、A
は看護学生、Bは患者、Cは動画撮影者、Dは待
機者で全学生が全ての役割を 1回ずつ体験できる
よう計画した。1組のロールプレイ時間は 10 分
間である。内訳は、2分間でA・Bがそれぞれの
事例カード内容を確認し、1 分間で教員による
カード回収、1分間でA・B・C各々の準備、ス
タートの合図から 5分間でA・Bのロールプレイ
と Cの動画撮影、終了の合図とともに 1分間は、
2 組目との交代時間とした。待機者は、ワーク
シート 3の記載および自習用課題に取り組む。全
員の役割体験後は、ワークシート 3への記載と気
付いたことなどに関するグループ内ディスカッ
ションを実施した。その後、ディスカッションで
の気付きに関する発表および演習後の提出課題の
説明を行っている。
　7 回目の演習終了後は、プロセスレコードと
ワークシートの提出を求め、基礎看護学実習Ⅰの
学生A（看護学生役）に渡すカード
場面Ⅰ：看護学生カード
A さんは、体調はよくなったはずなのに、元気がないようであるとの情報を得ました。
そこで、気分転換にお散歩にお誘いしてみようと思っています。
学生B（患者役）に渡すカード
場面Ⅰ：患者カード
今日は、体調はよいのですが、気になることがあり、元気が出ません。
1．看護学生さんに元気のない理由について聴いてもらえたら、気になることを伝えて下さい。
＊気になること： 家にいるお父さんのことが気になり、ご飯は食べているのか洗濯やゴミ出しなど大丈夫
なのだろうか……疲れてはいないか等考えると心配でたまりません。
 （受け止めてもらえた）
2．気になることについて親身に聴いてもらえたと思ったら、元気がない理由を看護学生に伝えて下さい。
＊元気のない理由：そんな心配があって、昨夜は眠れていないので、疲れて元気がないです。
準備：Bed に左を下にして寝て下さい→看護学生さんに声をかけられたら仰向けになって下さい
注意：最初に看護学生さんから、散歩に誘われたら、元気がないので……と断ってください
学生C
学生 C は学生 A、B の表情、動作、コミュニケーション全体が確認できる位置から学生 A のスマートフォン
等で撮影。
図 1　課題事例：場面Ⅰ「元気がない患者を散歩に誘うが断られる」カード（例）
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受講前に教員のコメントを加えて返却した。ま
た、授業目的・目標を評価指標とする 53 項目の
看護におけるコミュニケーションスキル・態度の
修得度を確認する自己評価表を用いて、実習前に
自己評価を実施した。なお、図2は本演習から基
礎看護学実習Ⅰ前までのプロセスを示している。
4．演習の評価
1）　評価内容と評価方法
　看護学部 1年生 105 名を対象とした評価内容と
評価方法は以下に示す通りである。
　コミュニケーションに関する自己の課題：演習
終了後に動画やプロセスレコードの分析を終えて
から「振り返りワークシート」を用いて熟考し明
らかにした、コミュニケーションに関する自己の
課題や改善策。
　コミュニケーションスキル・態度に関する到達
度：演習後のコミュニケーションスキルと態度の
修得に関する53の質問項目で構成されたチェック
表（5件法）での自己評価。
　本演習の有用性：本演習の有用性に関する 5つ
の評価項目（4件法）と自由記述による内容で、
詳細は表2に示す。
　なお、本評価に使用した 53 項目のチェック表
は、授業目的・目標を評価指標として看護におけ
るコミュニケーションスキル・態度に関する修得
1 コマ目
ロールプレイ１：ブラインドウォーク
ロールプレイ２：基本的マナー、適切な位置・距離
プロセスレコードの作成
授業のまとめ
課題：プロセスレコード作成
ワークシートの記述①プロセスレコードで明らかになった課題（傾向）と改善策
 ②プロセスレコードで明らかになった良かった点とより良くするための方策
課題提出：プロセスレコード、ワークシート
演習後、コミュニケーション到達度チェック表による自己評価
＊評価項目を確認することで、看護におけるコミュニケーション内容を再確認する .
6 月 コミュニケーション到達度チェック表の自己評価
演習後、講義・演習での学びの活用等についての質問紙
7 月 基礎看護学実習Ⅰ　看護師のシャドウィング・患者とのコミュニケーション
4 月 講義 4 コマ
5 月 演習 1 コマ
演習 2 コマ
2 コマ目
ロールプレイ 3：課題事例
3 人 1 組　A：看護学生　B：患者　C：撮影者
 1） A は椅子に座り、B はベッドに横になる。
 2） A は場面Ⅰ看護学生カード、B は場面Ⅰ患者カードを教員から受け取る。
 3） 1 分間、看護学生・患者それぞれの場面カードを良く読む。
 A はどのようにコミュニケーションをとるか準備を整える。
 B はカードに書かれている内容の通り役になりきる準備をする。
 準備中、A と B は会話もアイコンタクトもしない。
 読み終えたカードは、教員が回収する。
 4） C は、A と B の表情・動作が見える位置にスタンバイする
 5） スタートの合図で、コミュニケーションを看護学生役から開始する。
 6） 5 分後にアラームが鳴るので、途中でも終了する。
 7） ワークシート： ① 患者の気になっていたことを聴くことができたか
  ②なぜ聴くことができたか
  ③ 患者が抱いている本当の理由を聴くことができたか
  ④なぜ聴くことができたか
  ⑤看護学生として気付いたこと感じたこと
  ⑥ 看護者としての自分自身の動画を視て気付いたこと、よかった点、改善
したい点
 8） グループ討議
 9） 演習後課題：ワークシートの具体的な記述
 プロセスレコード作成にむけて、振り返りたい看護場面の抽出（自己の動画を丁寧に確認）
Ａ
Ｂ
Ｃ
図 2　基礎看護技術論Ⅰから基礎看護学実習Ⅰまでのプロセス
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度を確認する自己評価表である。チェック表の小
項目は、講義、演習における到達目標を行動レベ
ルで示し、中項目は、小項目の内容を講義、演習
内容に照らし合わせ、分類整理し、タイトルを付
した。大項目は、授業目的に則して中項目の内容
を分類整理しタイトルを付した。チェック表は初
回実習にむけた発展的な内容も入れて、大項目：
3項目、中項目：8項目、小項目：53 項目から構
成されている。なお、文言や分類については、先
行研究で活用された廣瀬3）や上野4）らの尺度に加
え、山脇ら5）の 70 項目にわたるコミュニケーショ
ンチェックリストも参考に作成している。
　一つ目の大項目「良い人間関係を保つための基
本マナー」は、4つの中項目「挨拶」「自己紹介」「言
葉」「態度」からなる。「挨拶」は5つの小項目、「自
己紹介」は2つの小項目、「言葉」は3つの小項目、
「態度」は、5つの小項目で計 16 小項目から構成
されている。二つ目の大項目「コミュニケーショ
ンの展開」は、3つの中項目「聴く（傾聴・受容・
共感）」「話す」「態度」からなり、「聴く」は 15
の小項目、「話す」は、11 の小項目、「態度」は、
5小項目の 31 小項目からなっている。3つ目の大
項目「指導者・教員・看護師とのコミュニケー
ション」は、初回実習にむけた発展的な内容とし
て組み入れ、1つの中項目「表現・会話」6つの
小項目からなっている。いずれの項目も評価基準
は（できる 5・概ねできる 4・どうにかできる 3・
あまりできない 2・できない 1の）	5 件法で、得
点が高いほどコミュニケーションスキル・態度の
到達度が高いことを意味している。
　また、自己評価の実施時期は、演習終了直後で
はなく、演習終了後、プロセスレコード、振り返
りワークシートの返却時に実施した。この時期に
実施した理由は、返却されたプロセスレコードや
ワークシートとともにコミュニケーションの評価
項目を確認することで、授業・演習時の内容を想
起し、実習に効果的につなげる再認識の場とする
こと。また、評価項目を確認しながら、現在の自
身の到達状況を認識し、自己の課題を再確認し、
実習での自身のコミュニケーション実践における
モニタリングの指標として意識化できる時期とし
て有効であると判断したためである。
2）　分析方法
　本演習の評価に関する 5項目は、度数分布と割
合などの記述統計量を算出した。チェック表の
53 項目については、各項目について中央値と第
一四分位数と第三四分位数を算出した。
　ワークシートや質問紙の自由記述については設
問に応じた回答であるかを確認したうえで内容の
分析を行った。分析では、まず学生によって記述
された文をコード化し、続いて意味内容の類似性
に従って分類し、サブカテゴリーにまとめ命名し
た。次にサブカテゴリーの意味内容の類似性に従
い分類し、カテゴリーにまとめ命名した。
3）　倫理的配慮
　本稿は、研究者の所属する施設の倫理審査委員
会の承認（承認番号：KWU-IBRA#	15078）を得
た後に実施している。対象者には、研究責任者か
ら研究の目的や主旨、手続きについて書面を用い
て口頭で説明し、研究協力を依頼した。研究への
協力は自由意志に基づくものであり、研究への同
意を承認した後にも辞退は可能であること、協力
表 2　演習の有用性に関する質問項目と自由記述内容
〔質問項目〕
【演習後】
1． コミュニケーション場面を動画を用いたプロセスレコードやワークシートを用いて振り返りをすること
で自己の課題が明確になった。
2．動画を用いたプロセスレコードでの考察や評価で、自己の傾向や課題を客観的に理解することができた。
3．動画を用いたプロセスレコードで、患者さんの反応を客観的に理解することができた。
4．基礎看護学実習Ⅰでは、今回気付いた自己の傾向や課題、改善策は役立つと思う。
5．基礎看護学実習Ⅰでは今回気付いた自分の良かった点やより良くするための方策は役立つと思う。
〔自由記述〕
【演習後】
1．講義や演習での学びは実習でどのように活用してみようと思いますか。
2．実習でのコミュニケーションで心配なことはどのようなことですか。
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を拒否しても、成績等に関する不利益排除の保障
についても説明をし、同意を得ている。チェック
表および質問紙は、実習前（演習後）と実習後に
回答を求め、回答は室内に設置した回収箱で回収
した。回収した用紙は匿名化し ID番号を付して
処理した。また、スマートフォン等で撮影した画
像は課題提出後、破棄するよう口頭で説明してい
る。
Ⅲ　結　果
　対象者 105 名中、全ての分析資料に関する有効
な回答を得た 97 名（有効回答率：92.4％）を分
析対象とした。
1．コミュニケーションに関する自己の課題
　表 3は、学生がワークシートに記述した動画や
プロセスレコードでの振り返りを経て、明らかに
した自己の課題に関する記述の内容を分析した結
果とコード数である。
　なお、【 】はカテゴリー、［ ］はサブカテゴリー
を示している。結果、201 コード、13 サブカテゴ
リー、3カテゴリーが抽出された。［緊張や動揺
が表情に表れてしまう：17］	［緊張や動揺が言動
に表れてしまう：10］	［言葉遣い・敬語が望まし
くない：4］など態度に関するサブカテゴリーか
ら【自己の態度に関する課題：31】のカテゴリー
が抽出され、［非言語的サインにきづかない・気
付いても確認できていない：29］	［先入観や思い
込み、自己解釈をしてしまう：17］	［患者の思い
や要望が十分に聴けていない：15］	［自分で精
いっぱいになると患者がみえない：11］［相手の
立場で考えられない：5］などの対象の理解に関
するサブカテゴリーから【対象の理解に関する課
題：77】のカテゴリーが抽出された。また、［自
分中心の対応になってしまう：49］	［間や沈黙に
対する戸惑いと動揺：16］	［想定外の返答に対す
る戸惑いと動揺：13］		［言語表現方法が不十分：
8］	［提案内容や方法が不十分：7］などの対応に
関するサブカテゴリーから【対象への対応に関す
る課題：93】のカテゴリーが抽出された。
2． 演習後のコミュニケーションスキル・態度の
到達度
　チェック表の自己評価の結果は、表 4に示す。
中央値〔50 パーセンタイル〕が「できる：5」あ
るいは「概ねできる：4」であった項目は、「良い
人間関係を保つための基本的マナー」の 16 項目
中 10 項目、「聴く：傾聴・受容・共感」の 15 項
目中 9項目、「態度」の 5項目中 3項目となった。
　また、「話す」スキルと「指導者・教員・看護
師とのコミュニケーション」では、全項目の中央
値〔50 パーセンタイル〕が「どうにかできる：3」
に留まっていた。
　さらに、「話す」スキルの小項目を確認すると
「話の要素は 5W1 H を活用して伝えることがで
きる」「相手のポジティブな意見や自発的な行動
表 3　振り返りワークシートで明らかになった自己の課題内容の分析結果
◆明らかになった自己の課題　201 コード
カテゴリー 数 サブカテゴリー 数
自己の態度に関する課題 31 緊張や動揺が言動に表れてしまう 17
緊張や動揺が表情に表れてしまう 10
言葉遣い・敬語が望ましくない  4
対象の理解に関する課題 77 非言語的サインに気づかない・気づいても確認できていない 29
先入観や思い込み、自己解釈をしてしまう 17
患者の思いや要望が十分に聴けていない 15
自分で精一杯になると患者さんが見えない 11
相手の立場で考えられない  5
対象への対応に関する課題 93 自分中心の対応になってしまう 49
間や沈黙に対する戸惑いと動揺 16
想定外の返答に対する戸惑いと動揺 13
言語表現方法が不十分  8
提案内容や方法が不十分  7
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表 4　｢コミュニケーション到達度チェック表｣ 演習後の自己評価結果
 1：できない　　2：あまりできない　　3：どうにかできる　　4：概ねできる　　5：できる N＝97
大項目 中項目 小　　　　　項　　　　　目 中央値 パーセンタイル（25-75％）
良い人間関係を保つための基本マナー1
挨
　　
拶
1 身だしなみ（清潔感）を整えることができる 5 （5-5）
2 相手のエリア入室前に確認行動をとり、了解をとることができる 4 （3-4）
3 挨拶が適切にできる（入室前の確認、状況に応じた挨拶、退室時の挨拶など） 4 （3-4）
4 笑顔で挨拶ができる 4 （4-5）
5 退室時は要望を確認し、環境を整え、挨拶することができる 3 （3-4）
2
自己紹介 6 自分の所属・立場・氏名を紹介することができる 4 （4-5）
7 訪室の目的や所要時間を告げ、了解をとることができる 3 （3-4）
3
言
　
葉
8 相手の状況に応じた言葉遣いが選択できる。 4 （3-4）
9 相手を尊重した言葉を使うことができる（敬語など） 4 （3-4）
10 具体的でわかりやすい言葉で話しができる（専門用語を用いない） 3 （3-4）
4
態
　　
度
11 相手との間に壁をつくらず接する努力ができる 4 （3-4）
12 相手に自分を知ってもらうよう行動できる 3 （3-4）
13 相手の目線の高さと同じくして話すことができる 4 （3-4）
14 心地よく安心できる距離や角度を考えて話すことができる 3 （3-4）
15 過度な緊張やそわそわせず、落ち着いて話すことができる 3 （2-3）
16 学習者として、謙虚な態度で接することができる 4 （3-4）
コミュニケーションの展開
5
聴く（傾聴・受容・共感）
17 先入観や思い込みを持たずに、ありのまま、相手を受け止めることができる 4 （3-4）
18 相手に対して集中し、心を傾けて聴くことができる 4 （4-5）
19 相手の話を最後まで良く聴き、理解しようと努めることができる 4 （4-5）
20 相手の話を決め付けたりせずに聴くことができる 4 （3-4）
21 相手が話す途中で話題を変えたり、話をかぶせたりせずに聴くことができる 4 （3-4）
22 相手の言葉だけでなく表情や視線、声の調子、姿勢、動作などにも注意を注ぐことができる 3 （3-4）
23 相手がゆっくり考える時間や話が整理できるよう沈黙が訪れても待つことが出来る 4 （3-4）
24 相手の話す調子やペースに合わせることができる 4 （3-4）
25 相手のしぐさ、身振り、手振りなどの動作もさりげなく合わせることができる 3 （3-4）
26 相手の話を理解出来ている時は、相づち（なるほど・・そうなんですか・・等）やうなづきで伝えることができる。 4 （3
-5）
27 相手の話しの内容を繰り返し（オウム返し）理解していることを伝えることができる。 3 （3-4）
28 相手の言葉だけでなく、表情やしぐさで受け止め方や理解度を把握することができる 3 （3-4）
29 相手が私に伝えたいことは何かを考えながら聴くことができる 3 （3-4）
30 相手の気持ちを理解し、一緒に考え、一緒に悩むことができる 4 （3-4）
31 必要に応じて身体を触れるなどして、相手の思いを共有することができる 3 （2-4）
6
話
　　　　　
す
32 相手の話を十分聞き、その内容を反復してから質問することができる 3 （2-4）
33 一方的に質問する形にならないように心掛けることができる 3 （2-4）
34 相手が理解しやすいような言葉を選択できる 3 （3-4）
35 相手の興味・関心のあることを話題にできる 3 （2-4）
36 話の要素は 5 W1 H を活用して伝えることができる 3 （2-3）
37 話すスピードや間の取り方を工夫することができる 3 （3-4）
38 相手が自由に答えることのできる質問（open ended question ：開かれた質問）を活用し、患者の思いや考えを確認することができる 3 （3
-4）
39 「はい」「いいえ」で答えることのできる質問（closed question ：閉ざされた質問）を相手の状況に合わせて活用できる。 3 （3
-4）
40 相手のポジティブな意見や自発的な行動を引き出すようなを肯定質問や未来質問などを活用してみることができる 3 （2
-3）
41 自分の感じ、考えていることと実際に伝える内容にズレがなく話しをすることができる。（自分を偽らずに） 3 （2
-4）
42 相手とのコミュニケーションで得られた情報から理解できた内容を要約し、自己解釈せず、本人に確認をとることができる。 3 （2
-3）
7
態
　　　
度
43 場の雰囲気がよりよいものとなるよう努めることができる 4 （3-4）
44 自分の中にある偏見や先入観に気づいたら修正する努力ができる 4 （3-4）
45 予期しない返答があっても、焦ることなく落ち着いてコミュニケーションを続けることができる 3 （2-3）
46 問題解決を急がず、相手とのコミュニケーションのプロセスを大切にすることができる。 3 （3-4）
47 学生だけでは判断がつかないことや提案しようと思うことについて、指導者・教員・スタッフに確認・相談行動がとれる。 4 （3
-5）
指導者・教員・看護師
 
とのコミュニケーション
8
表現・会話
48 指導者・教員・看護スタッフに積極的に関わることができる 3 （3-4）
49 指導者・教員・看護スタッフに行為の開始、終了や得られた情報を適宜報告することができる 3 （3-4）
50 指導者・教員・看護スタッフに事実を簡潔に伝えることができる 3 （2-4）
51 指導者・教員・看護スタッフに困ったことや判断に迷う時に積極的に相談することができる 3 （3-4）
52 指導者・教員・看護スタッフに質問などを積極的に行うことができる 3 （3-4）
53 指導者・教員・看護スタッフに自分の考えをまとめ、わかりやすく伝えることができる 3 （2-3）
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を引き出すような肯定質問や未来質問などを活用
してみることができる」「相手とのコミュニケー
ションで得られた情報から理解できた内容を要約
し、自己解釈せず、本人に伝えることができる」
の 3項目については、75 パーセンタイルまでの
範囲で確認しても「どうにかできる：3」に留まっ
ている。
3．本演習の有用性
　表 5は本演習の有用性について回答数と割合を
示したものである。
　『コミュニケーション場面を動画やプロセスレ
コードなどのワークシートを用いて振り返りをす
ることで自己の課題が明確になった』の問いに対
して、「とても思う：44 名（45.4％）」、「まあまあ
思う：51 名（52.6％）」、「あまり思わない：2 名
（2％）」、「全く思わない：0 名（0％）」という回
答が得られた。
　『動画を用いたプロセスレコードでの考察や評
価で、自己の傾向や課題を客観的に理解すること
ができた』の問いに対しては、「とても思う：39
名（40.2％）、まあまあ思う：55 名（56.7％）、あ
まり思わない：1名（1％）、全く思わない：2名
（2％）」という回答が得られた。
　『動画を用いたプロセスレコードで、患者さん
の反応を客観的に理解することができた』の問い
に対しては、「とても思う：35 名（36.1％）、まあ
まあ思う：55名（56.7％）、あまり思わない：6名
（6％）、全く思わない：1 名（1％）」という割合
であった。
　『基礎看護学実習Ⅰでは、今回気付いた自己の
傾向や課題、改善策は役立つと思う』の問いには、
「とても思う：76 名（78.4％）、まあまあ思う：19
名（19.6％）、あまり思わない：2名（2％）、全く
思わない：0名（0％）」という回答が寄せられた。
　『基礎看護学実習Ⅰでは、今回気付いた自分の
良かった点やよりよくするための方策は役立つと
思う』という問いには、「とても思う：67 名
（69.1％）、まあまあ思う：28 名（28.9％）、あま
り思わない：2 名（2％）、全く思わない：0 名
（0％）」であった。
4．学習内容の活用に関する自由記述の内容
　表 6は、自由記述の内容分析の結果とコード数
である。なお、【 】はカテゴリー、［ ］はサブカ
テゴリーを示している。
　演習後に実施した『講義や演習での学びは実習
でどのように活用してみようと思いますか。』の
問いに対する回答から、98 コード、7サブカテゴ
リー、4カテゴリーが抽出された。
　［実習に臨む準備に活用したい：3］に関するサ
ブカテゴリーから【実習への準備に活用：3】が
抽出され、［学んだコミュニケーションスキルを
活用したい：18］［学んだ内容を患者とのコミュ
表 5　本演習の有用性 N＝97
とても思う
n（％）
まあまあ思う
n（％）
あまり思わない
n（％）
全く思わない
n（％）
1
コミュニケーション場面を動画を用いたプ
ロセスレコードやワークシートを用いて振
り返りをすることで自己の課題が明確に
なった
44（45.4） 51（52.6）  2（2.0）  0（0）.0
2
動画を用いたプロセスレコードでの考察や
評価で自己の傾向や課題を客観的に理解す
ることができた
39（40.2） 55（56.7）  1（1.0）  2（2.1）
3
動画を用いたプロセスレコードで、患者さ
んの反応を客観的に理解することができた
35（36.1） 55（56.7）  6（6.2）  1（1.0）
4
基礎看護学実習Ⅰでは、今回気付いた自己
の傾向や課題、改善策は役に立つと思う
76（78.4） 19（19.6）  2（2.0）  0（0）.0
5
基礎看護学実習Ⅰでは、今回気付いた自分
の良かった点やよりよくするための方策は
役に立つと思う
67（69.1） 28（28.9）  2（2.0）  0（0）.0
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ニケーションに活用したい：14］	［患者への看護
に活用したい：5］などの実践に関するサブカテ
ゴリーから【患者とのコミュニケーション実践に
活用：37】［自分の課題を克服するために活用し
たい：25］のサブカテゴリーから【自己の課題克
服への活用：25】、［学んだことを見学や観察の視
点に活用したい：19］	［看護師のコミュニケー
ションの見学や観察をする視点に活用したい：
14］など理解に関するサブカテゴリーから【見学
や観察の視点として活用：33】が抽出された。
Ⅳ　考　察
1． 学生が明らかにしたコミュニケーションに関
する自己の課題
　本演習後のワークシートに記された動画とプロ
セスレコードで明らかにしたコミュニケーション
に関する自己の課題を分析した結果、全コード数
は201コードとなった。これは、学生1人 1人が、
非常に真摯に演習でのコミュニケーション場面を
振り返り、自己と向き合い、具体的な自身の課題
を明らかにしていた様子が推察される。
　タブレット端末の動画・再生機能を看護技術演
習に活用する教育的意義について報告をしている
加治らは、自分の動作を客観的にみることがで
き、できていない動作に気づき、技術の改善が図
れると述べている6）。したがって、本演習で自身
のコミュニケーションの在り方をスマートフォン
等の「録画」機能を取り入れて実施したことは、
自分のありのままの姿を映し出すこととなり、コ
ミュニケーション場面の確実な可視化には効果的
な方法となり、自己の課題抽出に有効であったと
いえる。
　また、田村は「リフレクションは意図的で実践
的な振り返りのプロセスであり、そのプロセスは
構造化され知的な活動として可視化することが重
要である。」と述べている2）。このように、演習
での動画、プロセスレコードおよびワークシート
の活用は、徹底して自己のコミュニケーション実
践のプロセスを可視化し、客観視することのでき
るリフレクションツールとして機能し、学生の具
体的かつ詳細な自己課題の認識に影響を及ぼして
いたと考えられる。
　以上のようなプロセスを経て、学生が明らかに
した自己の課題の多くは、【対象への理解に関す
る課題】として［先入観や思い込み、自己解釈を
してしまう］	［患者の思いや要望が十分に聴けて
いない］や【対象への対応に関する課題】として
「自分中心に対応してしまう」などであった。学
生が明らかにした課題の内容からは、入学初期段
階の学生が、看護場面において患者中心に思考す
るコミュニケーションが難解であることを示して
いると考えられる。しかしながら、学内の演習段
階で自己の課題として認識できたことは、今後の
学習に繋がる内容となると捉えられる。
　本演習では意図的に「看護学生の提案を患者が
断る」という課題事例の活用によって、多くの学
生が困惑するコミュニケーション場面を体験して
いる。玉井は、看護教育におけるシミュレーショ
ン教育の利点は、患者にリスクを与えることなく、
失敗が許される学習環境下で、失敗の振り返りか
表 6　自由記述の内容の分析結果
◆講義や演習での学びは実習でどのように活用してみようと思いますか .　98 コード
カテゴリー 数 サブカテゴリー 数
実習への準備に活用 3 実習に臨む準備に活用したい 3
患者とのコミュニケーション
実践に活用
37
学んだコミュニケーションスキルを活用したい 18
学んだ内容を患者とのコミュニケーションに活用したい 14
患者への看護に活用したい 5
自己の課題克服への活用 25 自分の課題を克服するために活用したい 25
見学や観察の視点として活用 33
学んだことを見学や観察の視点に活用したい 19
看護師のコミュニケーションの見学や観察をする視点に活用したい 14
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ら思考方法や判断、問題解決を学ぶこと、実践力
をつけることができると述べている7）。したがっ
て、本演習において学生は、困惑するようなコミュ
ニケーションを体験したが、その体験を丁寧に振
り返ることで、自己の課題に気付き、改善策を考
える契機にはなり得ていたと捉えられる。
　また、玉井は、訓練したことで自信をもつこと
ができるとともに、シミュレーション体験での学
びを次の行動に生かすことに意味があるとも述べ
ている7）。今回の演習では、自己の課題の認識と改
善策を思考する段階までは実施できたが、訓練期
間は設けていないため、十分な自信の形成には至
らず、不安を抱いた状況で実習に臨んでいた可能
性がある。今後は、自己課題の認識後に改善策を
用いた再ロールプレイへのチャレンジ時間を設け
ることや、教員のロールモデルを示すなど、学生
の安心感や自信へ繋がる体験が可能となる演習計
画の再構築が必要になると考えられる。
　さらに、学生が自己の課題に直面することは困
惑する体験ではあるが、この体験が次なる学習へ
の意欲へと発展するよう、時宜を得た教員による
フィードバック機構も必要であると考えられ今後
に検討すべき課題となった。
2． 学生が捉えたコミュニケーションスキル・態度
の到達状況
　次に、本演習後のコミュニケーションスキル・
態度の到達状況について学生はどのように捉えた
のだろうか。
　前述した通り、自己評価は、授業・演習時の内
容を想起し、実習に効果的につなげる再認識の場
とすること。また、評価項目を確認しながら、現
在の自身の到達状況を認識し、自己の課題を再確
認し、実習での自身のコミュニケーション実践に
おけるモニタリングの指標として意識化できるこ
とを考え実施した。
　結果として、演習後には、「基本的マナー」と
「聴く（傾聴・受容・共感）」に関するスキル・態
度については「概ねできる」レベルに到達してい
ると認識している学生が多く、「話す」スキル・
態度については、「どうにかできる」レベルに留
まっていた。特に「聴く」スキルについては、演
習での体験を通して明らかにした自己の課題から
も確認できるように、看護において対象を理解す
るためには、「聴く」ことの重要性を認識した結
果が影響していることも考えられる。一方、「話
す」スキル・態度の向上には、具体例を示す講義
やアサーティブに話す演習などを取り入れる教授
方略を検討する必要性が示唆されたといえる。
　また、奈良は、初期段階の学生が看護教育で学
んだコミュニケーション技術を臨地実習にどのよ
うに活用しているかを知るために、「コミュニ
ケーション技術評価スケール」を用いて実習の前
後で比較検討し、実習後 30 項目中 18 項目で有意
な評価値の上昇が見られたと報告している8）。奈
良は、臨地実習において、患者と同一環境の中で
培われるリアルな相互交流によって、より対象を
理解しようとする姿勢が学内で獲得したスキルを
駆使し、演習内容を想起する原動力となっている
ことを、実習後に評価値が上昇した理由としてあ
げている。
　この内容を鑑みれば、学内での学びを実践で活
用できるレベルまで引き上げ、看護実践に活用で
きるコミュニケーションスキル・態度として修得
するためには、タイムリーな臨地実習との連関が
不可欠であることが推察される。
　なお、今回の結果は、学生の自己評価に依拠し
ているため、より確実な学生の到達状況を確認す
るためには、教員による客観的な評価が可能とな
るよう、用いた評価表の評価項目に関する信頼
性、妥当性も含めて検討する必要性があると考え
られ今後の課題となった。
3．学生が捉えた本演習の有用性
　演習の有用性については、「コミュニケーション
場面を、動画を用いたプロセスレコードやワーク
シートを用いて自己の振り返りをすることで自己
の課題が明確になった」と回答した学生が 95名
（97％）、「基礎看護学実習Ⅰでは、今回気付いた自
己の傾向や課題、改善策は役立つと思う」と回答
した学生も95名（97％）であったことは結果に示
した通りである。この結果からも、リフレクショ
ンツールを活用した演習は、自己の課題を明確に
するために有効な方法であると学生が認識してい
ることから、一定の評価を示していることは確認
できた。では、学生は初めての臨地実習にむけ、
演習での学びを具体的にはどのように活用しよう
としているのであろうか。
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4．学びを臨地実習で活用しようとする意欲
　演習後に回答を求めた「講義や演習での学びは
実習でどのように活用してみようと思うか」の自
由記述の結果において、【実習への準備に活用】【患
者とのコミュニケーション実践に活用】【自己の
課題克服への活用】【見学や観察の視点として活
用】など具体的で実現可能な内容が示された。［学
んだコミュニケーションスキルを活用したい］	
［学んだ内容を患者とのコミュニケーションに活
用したい］	［患者への看護に活用したい］	［自分の
課題を克服するために活用したい］などは、演習
において、獲得できていると感じているスキルや
明らかにした自己の課題を、現在の自身の状況を
やや超えた目標として設定し、実習で活用しよう
とする意欲へとつなげていると考えられる。
　楠見は、熟達の速度に関係するのは、挑戦性（難
しい課題に逃げずに立ち向かう姿勢、「成長した
い」という強い意志、新しいことを経験したいと
いう冒険心をもっていること）、柔軟性（環境への
適応能力が高い、相手に応じて柔軟な対応ができ
る、自分の過ちを反省しそこから学べること）、類
推（過去の類似体験を新しい問題解決に適用する
こと）の 3つが重要になると述べている9）。した
がって、学内での学びを臨地実習で活用しようと
する意欲は、逃げずに立ち向かおうとする学生の
挑戦性として捉えられ、初めての臨地実習に向か
う確かな内発的動機づけとなり得ていると考えら
れる。
Ⅴ　おわりに
　以上の内容から、リフレクションツールを活用
したコミュニケーション演習は、学生の自己の課
題を明確にし、基本的マナーや聴くスキル・態度
修得の一助となり、初回の臨地実習に向けて学内
での学びを活用する意欲を高める効果があること
が示唆された。
　また、今後の課題としては、演習の振り返りに
よる自己の課題の認識と改善策を思考した後に、
再ロールプレイにチャレンジする時間の設置や教
員のロールモデルを示すなど、学生の安心感や自
信へ繋がる体験を可能にする演習計画を再構築す
る必要性が示唆された。さらに、教員による時宜
を得たフィードバックの実施や「話す」スキルの
修得に関する教授方略検討の必要性も示唆された。
　今後は、実際の基礎看護学実習Ⅰの経験を経
て、どのような学びへと深化し、さらにコミュニ
ケーションスキル・態度の到達状況はどのように
変化したのか、実習終了後に調査した量的、質的
な内容の分析を進めていく。
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